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拡 充
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縮 小
休 止
廃 止

拡 充
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拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止

7 議会基本条例の研修
平成２５
年５月

第４条
４年に一度の改選後、速やかに実施
している。

議員に議会基本条例の理念の浸透
が図られた。

特になし。

8
議会報告会・意見交
換会の開催

平成２５
年８月

第１４条

議会報告会はこれまで計１０回実施。
参加市民はのべ約1200人。
H29からは手話通訳も導入した。
令和4年からは市民と議会の意見交換
会として実施。

市民に議会の活動状況を知ってもらうと
ともに、意見交換により、市民意見の広
聴が図られた。また、市に対し回答を求
めるなど、市民意見の反映にも繋げてい
る。

市民の参加者数が少し増えた。今後
も市民が参加して意見交換ができる
よう工夫していく。

5 自由討議採り入れ
平成２５
年３月

第３条・
第１７条

主に常任委員会の請願審査におい
て活用している。また令和２年１１月
から議員間討議を開始した。

自由な討議で議論を尽くすことによ
り、合意形成が図られた。

特になし。

6
議会活性化委員会の
設置

平成２５
年５月

第２３条
各常任委員会から２名ずつ、６名で
構成している。

議会の活性化を強く推進できている。 特になし。

傍聴席のバリアフリー
化、磁気ループ及び傍
聴者用モニターの設
置

平成２５
年２月

第２条 新庁舎建設に伴い整備した。 傍聴者の利便性が向上した。 特になし。

4 議会図書室を設置
平成２５
年２月

第２２条
定期的に月刊誌や書籍等を購入して
いる。

議員の調査研究を補助する環境が
整ってきている。

今後も引き続き利用促進に努める。

　◎豊後大野市議会基本条例制定（平成24年10月1日）後の基本条例に基づく議会活性化取り組み状況の検証　　　（令和7年3月末現在）
今後

1
議会だよりやホーム
ページで賛否を公表

平成２４
年１０月

第１３条
議案等に対する議員個人の賛否を
〇×の一覧表で公表している。

議員の個々の議案に対する考え方を
市民に分かりやすく、かつ明確に伝
えることができている。

特になし。

2 議員研修の実施
平成２４
年１１月

第１９条
認知症と健康についての研修（R5）
政策実現のための議会質問を首長
経験者から学ぶ研修（R6）

住民の健康と福祉の増進に向けて理
解と知識を広げることができた。
首長経験者の話を聞くことで効果的
な質問方法を学ぶことができた。

特になし。

3



番号 取り組み 開　始 基本条例 内　容 成　果 課　題

　◎豊後大野市議会基本条例制定（平成24年10月1日）後の基本条例に基づく議会活性化取り組み状況の検証　　　（令和7年3月末現在）
今後
拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止

拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止

拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止

拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止

拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止

拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止

拡 充
継 続
縮 小
休 止
廃 止
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17 議場コンサート開催
平成２９
年３月

第２条
三重総合高校吹奏楽部に演奏を依
頼し議場において開催した。令和7年
２月に第５回目の開催。

親しみやすい開かれた議会をＰＲす
るとともに市内唯一の高校である、三
重総合高校吹奏楽部による演奏の
場も提供できた。

特になし。

15
所管する調査事項の
全てを継続調査の項
目とする議決

平成２７
年５月

第１６条
閉会中でも常任委員会の所管事務
調査が可能となった。

通年で取り組みができる容認なった
結果、進捗状況調査の実施など、常
任委員会が幅広く活動できるように
なった。

特になし。

16
議会版事務事業評価
の実施

平成２７
年９月

第８条
各常任委員会で事業を選定し、H30
からは複数事業を対象とした。概ね２
～３事業を選定している。

対象事業数の増加や、評価報告の
中で提言を行うなど、より積極的に取
り組んだ結果、議会提案の実効性を
高めることができている。

特になし。

13
次回の定例会開会日
をホームページで周知

平成２６
年１２月

第２条
各定例会の閉会日の議会運営委員
会後、１週間以内にホームページに
掲載している。

議会の日程をいち早く、そして広く市
民に周知できている。

特になし。

14
参考人として意見陳述
の機会を確保

平成２６
年１２月

第７条・
第１５条

令和元年７月、令和２年６月、令和3
年9月、令和５年２月に常任委員会で
参考人を招致して意見陳述の機会を
確保した。

参考人の意見を聞くことにより、委員
会審査の充実が図られた。

本会議においては招致実績なし。

11
本会議をケーブルテレ
ビで生中継

平成２６
年３月

第２条・
第６条・
第１３条

本会議をケーブルテレビで生放送し、予
算、決算の特別委員会はインターネット
で生中継している。（一般質問の生放送
は基本条例制定前のH23.6から）

本会議に来場、視聴できない市民も
含め、放送によって議会活動を知っ
てもらう機会が大幅に増えた。

インターネット放送による発信を継続し、
視聴者の利便性の向上を図る。

12 議会基本条例の検証
平成２６
年１１月

第２４条

２年に一度、活性化委員会で検証した上
で、必要に応じて修正を行い、より適切
な条例としている。令和７年２月にも検証
し、結果を全議員に配布しホームページ
にも掲載した。

条文の規定や取組状況などの検証
を定期的に行っている。

特になし。

9 議案書の貸し出し
平成２６
年３月

第２条
市民向けの貸し出し用として議案書
等を準備している。

詳細な議案内容を知りたい市民に対
し、その機会を確保した。

貸し出し実績はない。

10
議案書をホームペー
ジに掲載

平成２６
年３月

第２条
議案をＰＤＦ化して掲載しており、印
刷やダウンロードもできるようにして
いる。

詳細な議案内容を知りたい市民に対
し、その機会を提供した。

特になし。
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21 危機管理体制
令和２
年５月

第２５条
令和２年に「豊後大野市議会災害・
危機管理対策会議設置要綱」を定
め、対策会議を開催した。

新型コロナウイルス感染症対策につ
いての要望書を執行部に提出した。

特になし。

19 政策立案
平成２９
年３月

第８条
政策立案は産業建設常任委員会で
検討し、条例を発議した。

制定された豊後大野市の大地の恵
みで乾杯条例により、地域産業の発
展及び郷土愛の醸成が図られてい
る。

特になし。

20
分野別意見交換会の
開催

平成３０
年５月

第１４条

ケーブルテレビや議会報で各種団体
向けの分野別意見交換会を呼びか
け、常任委員会単位で意見交換会を
開催した。

認定農業者連絡協議会と意見交換
会を実施するなど、市民意見広聴の
機会拡充が図られた。

意見交換会を希望する団体も増えつ
つあるため、円滑な連絡・実施を行う
必要がある。

17 議場コンサート開催
平成２９
年３月

第２条
三重総合高校吹奏楽部に演奏を依
頼し議場において開催した。令和7年
２月に第５回目の開催。

親しみやすい開かれた議会をＰＲす
るとともに市内唯一の高校である、三
重総合高校吹奏楽部による演奏の
場も提供できた。

特になし。

18 政策提言
平成２９
年３月

第８条
人口減少対策に関して各常任委員
会単位で取り組み、市へ提言した。

提言によって市と問題を共有し、人口
減少対策へのより一層の取組を促し
た。

特になし。

22 政務活動費
令和６
年４月

第２０条
令和６年に「豊後大野市議会政務活
動費の交付に関する条例」を定め、
政務活動費の交付を開始した。

研修費や資料購入費などに活用し、
調査活動基盤の充実強化につな
がった。

特になし。


